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緒　　言

　産婦人科領域 に お い て も， 超音波検査は ， 診療

上 ，重要な位置を占め る よ うに なつ て きた が
， 特

に ， tCk．の 胎児異常 の 出生前診断 に は ，欠 く こ と

の で きな い検査 となつ て い る．今回，我 々 は
， 両

例共に ， 出生前診断が可 能で あ り，
一

例は 生存例

で ， 他例は 水頭症を合併 し，死産 となつ た 二 例の

先天性腹水症を経験 した の で報告す る。

　　　　　　　　 症　　例

　症例 L　KO ．，25歳 ，
　 O − O − 1 − O

，
主婦 。

　家族 歴 ：既往歴 ：特記事項 な し。

　月経歴 ：初潮 14歳，周期28日型，整順 ， 経時障

害な し．

　妊娠経過 ：最終月経昭和57年 1月11 日 よ り 6 臼

間で 妊娠成立 した．妊娠初期で の 感染，薬物の 服

用，放射線 の 被爆等の 既往はな い ．妊娠 33週 よ り

軽度の 蛋白尿 下腿浮腫を認め ，妊娠 35週で 子宮

底長の 急激な増加 ， S台児心拍 の増力口， ま た ，同時

に 超音波検査 で 胎児腹水がみ られた 為 当科紹介

入院 とな つ た ．身長 149cm ， 体重 55．5kg で 尿蛋 白

（
一
）， 尿糖 （一）， 間接 ク

ーム ス テ ス ト陰性，血 液

生化学検査に 異常な く，その 他ウ ィ ル ス 感染，細

菌感染を示 す検査結果は なか つ た．入院時， 妊娠

36週 1 日の 腹部所見は ， テ宮底長 39cm ， 腹囲87．5

cm で第一頭位 ， 児心音は毎分160拍前後で ，児心

拍 モ ニ タ
ーは

，
valiability 　R好で あ つ た。超 音波

検査で は ， 写真 1の 如 く， 腹部横径 115mm 　 Echo −

free　space が著明で
， 多量の 腹水を認め ，腸管は

一塊 となつ て い る．写真 2は 縦断像で 腹水 と共 に

陰嚢水腫を認め る e 皮下組織 の浮腫は な く， 胸部，

頭部 に は 異常所見は なか つ た ．入院後 ， 直 ち に 自

然破水 し ， 分娩 とな つ た．軽度 の 羊水過多 があ り，
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児頭娩 出後 ， 肩 甲部以 下の 娩 出に 時間を要 し ，
ク

リ ス テ レ ル 圧幽法 に て娩出 し た （写真 3 ）。児は ，

体重3，27eg，身長 45．5cm の 男児で ， 腹水 ， 陰嚢水

腫以外外表奇形を認め な か つ た．出生後，直ち に

蘇生術開始す る も，1分後，ア プ ガ ース コ ア 1点．

挿管 し人工 呼吸施行，腹水に よ る 呼吸障害 と判断

し ， 腹水 368ml 吸引す。腹水 は ，黄 色透 明 で 混濁は

な か つ た 。 こ の 処置に よ り ， 5分後 ア プ ガ
ー

ス コ

ア 9点 とな つ た 。胎盤 は 870gで ，肉眼的に は軽度

の 水腫状変化 を認めた が ， 組織学的 に は 著変は な

か つ た 。また ， 臍帯血 中の 直接 ク
ー ム ス は 陰性 ，

総 ビ リ ノレ ビ ソ 値 を1　1．7mg ／dl　直接 ビ リ ノレ ビ ン 1．O

mg ／dlであ つ た 。その 後 ， 小児科 へ 転科 とな り，

写真 1
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写真 2

先天 性腹水 症 の 2例

，蕁F恥s　†匸

写 真 4

日産婦 誌 36巻12号

Fe 匙a 閥 O 腕gl緲 dln繍 scan

　 賊 ：hear 匙　　 1＿：ilver
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9囲 ：En匙es 量ine

写真 3 写真 5

MCT ミ ル ク投与 に よ り，腹水 の 再 貯留は み られ

れ なか つ た e しか し
， 強度の低蛋 白血 症が あ り

，

また ， 黄疸著 明 で ア ル ゾ ミ ン 輸液，光線療法 を施

行する も改善せ ず ，
こ の 為，先天 性胆道閉鎖症を

疑 い 開腹 術 を行な つ た．総胆 管閉塞 症で あ り，

Vater乳頭部開 口 術を施行 した。術後経過 は 順調

で
， 昭和58年 3 月 ， 熊 本大学附属病院小児科を退

lateral　 ventricular 　width

・e ・ebrai 　h ・mi ・ ph ・ ・i・ Width
； O・74

〔normal 　 range 　O．3G − O．43

院 し
， 現在 1歳 となる が健在で ， 発育 は やや 遅延

して い る もの の
， 運動障害，知能障害は な い 。

　症例 2 。R．Y ．
， 33歳 ， 1− 1 − 3 − 1

， 主婦。

　家族歴 ：祖母に 喘息

　既往歴 ：18歳 ， 虫垂 切除術。
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　月経歴 ：初潮16才， 周期45日型，期間 4 日間 ，

整順，経時障害 なし．

　妊娠 ， 分娩歴 ：

　1．昭和 47年　22歳 　妊 娠 2 ヵ 月　人工 妊娠 中

　　 　　　　　　 　　 絶

2345 〃 48年　23歳

〃 49年　24歳

〃 51年　26歳

〃 52年　27歳

〃　3 ヵ 月

〃　 3 ヵ 月

〃 10ヵ 月

〃　 8 ヵ 月

自然流産

子宮外妊娠

正常分娩女

前置 胎 盤 に

て帝王 切開術男 850g死 亡

宮村他

　妊娠経過 ：最終月経昭和58年 1 月13日 よ り 4 日

間で妊娠成立 した ．妊娠初期で の 感染，薬物の 服

用 ， 放射線 の 被爆等 の 既往は な く，順調 に経過 し

た．妊娠26週で の 超音波検査に よ り， 胎児腹水 を

指摘 され当科紹介 ， 妊娠27週 6 日 で 入院 とな つ た ．

身長 156cm ， 体重 61，4kg で ，妊娠 中毒症の 所見は

ない 。検査所見 で は，問接ク
ーム ス テ ス ト陰性 ，

軽度の 貧血 ， 低蛋 白血 症を 認め る もの の ， そ の 他

異常な く ウ n ル ス 感染 ， 細菌感染を示す結果は な

か つ た 。腹部所見 は
， 子宮底長 32cm ， 腹囲94cm で

第 1頭位 ， 児心音 は毎分 144拍前後で ，児心拍 モ ニ

タ
ー

で は dipは な い が
，
　 valiability の 減少が 認め

られ た ．超音波検査で ，写真 4 の 如 く，著明な腹

水を認め ， 膀胱像 も不 明で あつ た e し か し ， 皮下

組織 胸部に は 異常所見は み られなか つ た．頭部

で は （写真 5 ）大横径8．5cm で
，

脳室 の 拡大著明

で ， 正常 の 約 2倍を 示 し，脳実質の 非薄化が 明 ら

か で あつ た。胎児造影で は ， 顔面 ， 四肢 の 外表奇

形は な く ， 消化管の 通過性 は み られた が ， 腹部膨

満が著 明で ，外性器 は 性別判定不能 で あつ た ．先

天性腹水症，水頭症の 診 断に て ， そ の 後，超音波

検査を 繰 り返 し施行 し ， 脳 室が79．5％ と増大し
，

腹水 も増大傾 陶を 認め た 為 ， 体外生活不 能 と判 断

し
， 妊娠 29週 5 日で 分娩誘導を行な つ た。 ラ ミナ

リ ア挿入 ，
プ ロ ス タ グ ラ ン デ a ン

，
ア ト ニ ソ に よ

る点滴誘 導 に て 1，720g の 男児を 死 産 した （写 真

6 ）．大横径9．1cm ， 頭周囲28．5cm で在胎週数 に

比 し，頭囲 の 増大 が あ り，また腹部 は 著明に膨隆

し ， 表在血管 の 怒張がみ られた ．外性器（写真 7 ）

は
， 水腫状で 外尿道 口 は な く，形態的 に 性別判定

不 能で 染色体検査 に よ り46XY の 男性型核型 を示

写真 6

写真 7

2655

し た ．胎盤は 52Ggで 肉賑的 に 水腫状変化は 軽度で

組織学的に は
， syncytium 　node がみ られた 。

　　　　　　　　 考　　案

　先天性腹水症は
， 胎児水腫症 の 前駆症状ある い

は 1 つ の 症状 と し て 考え られ て い るが，そ の 予後

は 大奇 形を よ く合併す る の で 不 良 と い わ れて い

る
6）。その 原因 に つ い て は

，
1血液型不 適合 を含め て

溶血性疾患 ， 泌尿器系 の 異常， 腹膜 炎，門脈 リ ン

パ 管 の 閉塞 ， 先 天性 心 疾 患 等 が あ げ られ る．

Fordyce3）は ，46例 の 胎児腹水症 の うち ， 泌 尿器 系

の 異常が 17例 と最 多を示 し，そ の 他腹膜炎 腸管

の 異常 を挙げて い る。また Lord4）も， 30例 の うち ，

20例が泌尿器系 の 異常が原因で あつ た と報告 し て

い る ．最近で は
， 超音波検査が普及 し，分娩前 に
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胎児診断が 可能 とな り，本疾患の 報告が い くつ か

み られ る
1）2）5 ）．

　今回，我 々 が経験した 症例 1 は
， 生後 1年以上

の 生存例 で あ り，健在 で あ る。 こ の 腹水 の 原因 と

し て は
， 手術に よ り Vater乳頭部の狭 窄を認め て

お り， こ れ に 起因す る もの と思われ る． さらに ，

臍帯血 中の 低 ア ル ブ ミ ソ 血 症，LAP の 上 昇，直接

ビ リル ビ ソ 優位 の総 ピ リ ル ビ ン の 上 昇が あ り，
こ

の 原因を裏づ け る検査結果 で あ ろ う．また 胎児頻

拍 症に つ い て は
， 出生後 の 検査等に よ り， 腹腔内

圧 上昇 に起因す る代償性 の 頻拍症 と思わ れ る．症

例 2 は
， 剖検を施行で きな か つ た為，確 定診断は

で きか ね る もの の
， 外性器 の 異常を認め ，外尿道

口 がみ られず，超音波検査に て も膀胱像が不 明な

こ とか ら，泌尿器系 の 異常に よ る 先天性腹水 症と

思わ れ る．水頭症 と の 関連 に つ い て は報告が な く ，

独立 し た 合併症な の か 否か に つ い て は不 明で あ

る．な お，こ の 2 症例 とも に ，母 体 の 間接 ク ーム

ス 陰性 ， 臍帯血 中直接 ク ー
ム ス 陰性で あ り， 免疫

学的 な水腫症で は な い もの と思わ れ る．

日産 婦誌36巻 12号

　以上
， 先天性腹水症 の 2例 を報告 した が，超音

波検査の 普及 に よ り， 胎児奇形 の 出生前診断が可

能 とな り，予後判定 に も， また 分娩時異常 に 対処

し うる体制 を ， 前 もつ て 整 える こ とがで きる もの

と思 う．
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